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八幡中ブロックでは、『授業改善と確かな交流活動を 板書とノー隔
テーマに、「板書計画とノート指導」の工夫・改善に重点 圭性^てL蝿こし
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八幡小学校、柳之宮小学校、八中学校)
享元.島め 1,,き、エ

平成24年2月8白に行わ

れた研究発表会では、これま
'学ぴの足跡がわかるノートづくりに向けてで取り組んできた9年間の学K・

ぴをつなぐため、学習内容の系統性や学習指導の連続性を重視し、小

中が継続した板書やノート指導、小中交流授業や学習規律の徹底等の

実践報告が発表されました。また、家庭教育アドパイザーを招いて3

校PTA代表による「棄見の学習」も行われ、子どもたちの生活について、

意見交換を行うなど親同士の連携を図り薮した。'3校PTAによる親の学習

【研究成果】

基礎学力の向上と学習習慣の定着。分かりやすい授業の改善。

教職員の意識の向上
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学びでつなぐたしかな連携へ

ツクこ

平成23年度は、八幡中学校ブロックU、幡小学校、

柳之宮小学校、八幡中学校)と大原中学校ブロック

(大曽根小学校、大瀬小学校、大原小学校、大原中

学校)で研究発表会を行いました。

'小中教員による算数の授業

大原中一

大原中ブロックでは、『きらの

かがやく夢いっぱいの大原中

ブロック~「あいさつ」ではじ

まる豊か姦学ぴ~をテーマとしたレインボープランを作成

し、あいさつの重要性や小中学校の系統的な学習指導に重点

を置き、研究を進めています。
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(大曽根小学校、大瀬小学校、大原小学校、大原中学校)'小学校と中学校との交流合唱

平成23年11月18日に行われた研究発表会では、午前は各小学

校で、体育や算数等の公開授業や学習発表会・交流合唱が実施されま

した。また、午後は大原中で道徳や英語等の小中連携授業のほか全体

会が実施され、これまでの研究成果と課題が報告され弐した。

研究成果】

交流活動の充実・学習の10力条による規律ある態度の育成。

子どもたちの学習意欲・学力の向上。教職員の意識の向上。

H24年3月八潮市教育委員会
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基・基本の定を図り、

自ら学ぶ力を成します。

各小中学校の取り組みによって、本市の基礎学力は

次のように変わってきています。

埼玉県「教育に関する3つの達成目標」効果の検証結果(学力)

小学校「読む・<」の正答率
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学力の向上

小学 6年生の中学校への不

軽減と教職員の小中相互を

図るために、中学校教員による

授業や中学生との交流活動等、

入学説明会と兼ねて実施してい

ます。

平成19年度

平成詑年度

B20

87.4

88,4

840

授改善やきめやかな指に努め、基礎・

86.0

子どもたちの学力向上(主に、基礎的・基本的

な知識や技能の習得)をねらいとして、小3から

中1症対象に、授業の復習や学習の支援を行っ

ています。退職した教員や地域の方が支援員と

なり、市内の小学校で土曜日に開催しています。

羽0

0ハ潮市(

口埼玉県【

卯0

各校では、その学年で身に付ける

べき基礎的な学習内容を粘り強く

指導しています。この継続により、

基礎学力が伸びています。

中学校「計」の正答率

小中校9年の性をびでつなぎ、校と庭・地が

共に支え合いながら、いやりや忍耐、自ら切り拓く力を持っ

た子どもたちをてていきす。

小中一教で目指すもの

920

94.6

938

平成19年度

94.0 960

平成22年度

78.5

79.1

76_0 780

教員ジョイント研修
小学校の教員は中学校で、中学校の教員は小学校で、

交流研修を行います。異校種の中で 1日生活し、テ

イーム・ティーチング授業などを行いながら、お互

いの理解を深めています。

サマー・ウインター

スクール

よっと勉強不足だったので来てみし

。実際おもVろかっだし、知らかった

達と仲く惹れたのでよかっ尤です。蒜

だ来たいです。

少人数で細かく教えていただき良かった

です。子どものがんぱる様子が見られまし

た。

800

本の定

820

ロハ潮市(,6)

0埼玉県【")

授業の内容や
宿題でわからない
ところを教わる
ことができるよ。
八潮B舶i0も

使うよ!

異学年交流の充実や

不登校の解消に努めます。

各小中学校の取り組みにょって、本市の不登校率は次のように変わって

きています。

840

87.6

図っていま

89.1

86_0 880

学習ガイドの活用
学習の準備や家庭学習ができるよう

9年生(中3)の姿を目標としたガイド

を作成し、実践しています。

夏休みや冬休みに、中学生に

よる小学生への学習支援ボラ

ンティアを行っています。

90.0

補助教員を市内小中学校に配置しています。

補助教員は、授業の補助にあたり、きめ細やか

な指導を行っています。

教職員合同研修会
夏休みに中学校ブロックごとに市内の全教員が集ま

り、情報交換や分科会などの研修会を実施しています。

小学校での指導をどのように中学校につなげていくの

か、 9年間を見通した話し合いを行っています。

八潮 BasiCの活用

0

平成18年

平成19年

豊かな心の育成

Q37

平成帥年

驫
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平成21年

中1

0偶

平成皿年

Q15
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八潮 BasiC は、 3,4年生用、 5,6 'フ(中 1)年生用、

8,9 (中 2,中 3)年生用の国語、算数・数学の基礎

学力問題集です。3年生以上の子どもたちに配布し、授

業の補充学習や朝自習、寡庭学習などで使用していま

す。

0

,」、 5

3舶

「不校児童生徒を生まなし、」指体制の充を図っていま

2

不登校別対策協議会
不登校の解消のため、学校・家庭・地域・

関係諸機関と連携し、学校訪問や親の集

い等、不登校の未然防止・早期対応への

取り組みを行っています。

生活ガイドの活用

3羽

34

「中1ギャッブを軽減する」という小中一貫教育の
取り組みだけでなく、教育相談所・不登校特別対

策協議会自立支援教室と各学校が連携した取り

組みによって、中学校の不登校率が減少していま

す。
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あいさつや、けしめのある生活ができ

るよう9年生中3 の姿を目標とした

ガイドを作成し、実践しています

育キ談
門の相談員や臨床心理士が子どもた

ちや保'者の相談に応じていますま

た、さまざまな理由から学校へ通うこ

とが困難な子どもたちに対し、,所

内にあるフレンドスクールで学復,ヨ

に向けた支援を行っています

小中交流活動・合同運会

6

こんなエピソードモ翫りぎす。

休引がちだ?た中1生徒の家庭訪問を
小学校と中学校の教員が一緒に行い、
元気に登校できるようにな'ほしだ。

7

さわやか相談員
市内全中学校に各1名を配置し、子どもたち

や保護者の不安や悩みなどの相談に応じて

います

ノーDAYの実施
携一電話やテレビ、ゲームをしない日を設定し、読書

や家庭の団らんの時間を生み出し、家族の紳を育みま

す。平成23年度は 11月3日を市内統一の日とし、実

施しました。平成24年度も 11月3日に実施予定てす
●子どもたちの感想

家族で意識したことにより、

家族の紳が深まった気がし薮す

●保護者の應想

寡族の紳や読書は心がけることが大切だと思いま

取り組んで改めて気づきました

自立支援室
集団生活である学校生活になかなか適応できない

子どもたちに対し、指導員やカウンセラーが落ち着

いた環境の中で、個別指導を行い、学校復帰を目指

していきます

八潮市ジョイント教室

市内小中学校で様々な交流活を行

い、人間係づくりや思いやりの心

を育てます。
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【平成23年度八潮市小中一貫教育推進委員会・合同報告会より】
平成24年2月29日に、小中一貫教育推進委員会・合同報告会が行われました。今年度は特に、「八潮市

の小中一貫教育に期待すること」をテーマにハ才、ルディスカッションも行われ、ハネリストから様々な意見が出

されました

八潮の小中一教育、学校の実践は、

ーつーつが市全体に小さな美しい花

となって広がっている。これからも皆

が一緒になって育ててほしい。

文教大学
平沢教授

八潮日日SIC は、子

どもの目線に立っ

ていてとても良い。

ノート指も板誓

も先生が工夫

している。

.

.
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潮止中PTA
小早川会長

中馬場保育所
石川所長

生活ガイドの「時間を守る」は、

保育所でもやっていること。人間

関係作りを保育所から小・中学校、

高校へとつ恋げていきたい。

3

tν1

小中一貫教育における教育
課程を着実に推進していき
ます。

「こくさい科」「えらべる科」「ふるさ

と科」を全小・中学校で実施、学びの

<くりを意識した取組を推進します

八潮市小中一貫教育推進計画2012

^

今後も、地域とのコ

ミユーケーション

を深めていきたい。

八潮南高校
松村校長

.

か年
ら間

和.

小中一貫教育の研究(推進体
制における取組)を推進して
いきます。

各学校の代表者で構成するΠづいか

<・まなび・こころ・しえん」の4音

会を実施します。

「書くことは人を確かにする。」

「ノートは学力に比例する。」効

果的に子どもにどう理解させる

かが、教師の腕になる。

八潮市教育委員会
木村社会教育指導員

市として行う事業の充実を
図ります。

市内統一でハ潮市ジョイント教室を

中学校入学説明会と兼ねて実施しぎ

す。

「1,いかく部会」は、

学力の向上と仰な

心の育成の左働の教

育課程充婁竜研究推

進します.

平成24年度の主な取り組み※(浦は予定
■八潮市小中一教育Πまぱたき2012」授業公開(公開日は各校が設定)

■八潮市ジョイント教室(1/17)■教育の日発表会(1ν刀
■教職員合同研修会(8/23) ■八潮市小中一教育研究実践報告会(2月

皿教職員ジョイント研修<異校種体験研修>■小中一教育推進委員会検討部会

小中一貫教育の周知を図り
薮す。

本市の「小中一貫教育のあゆみ」を発

行し、市のホー△ヘージに掲載し弐

す。

小中一貫教育の研究(各学校
における取組)を推進してい

きます。

市内各校で『八潮市小中貫教育「は

ばたき2012」授業公開を実施し

ます。

r孝なυ部会」詩、学

力の向上竜目指し証

r授業づく'1」を研究

捲進し春す.

.
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、J 埼玉県八潮市中央一丁目2番地5 電話048-996-2111

ニハ潮市教育委員会学校教育部小中一貫教育推進室

日んの授業の充実を図りま
す。

「こころ部会」侍か

な心の音成の空劫の

方策を研突推進し寺

す。

向をどこまで身に付けさせるかを明

確にし恋がら指導法を工夫・改善し、

子どものよりよい成長へつなげます。

「しえん部会」詩特"」

支敦育竜r学びでつ

なぐ」左劫連携を研究

推進し孝す.

(内線398)
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